
　
甲
賀
市
を
は
じ
め
県
内
に
は
き
れ
い
な
水
と
良

質
の
米
か
ら
で
き
る
地
酒
が
多
く
あ
り
、県
内
外

を
問
わ
ず
多
く
の
地
酒
フ
ァ
ン
が
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
地
酒
と
そ
れ
に
あ
わ
せ
る
信
楽
焼
の
器
を
集

め
た
コ
ラ
ボ
企
画「
ほ
ろ
酔
い
う
つ
わ
と
地
酒
展
」

が
５
月
10
日
ま
で
陶
芸
の
森
産
業
展
示
館
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
３
回
目
に
な
る
こ
の
催
し
は
、信
楽
焼

振
興
協
議
会
と
県
酒
造
組
合
が
開
く
も
の
で
、県

内
の
蔵
元
か
ら
取
り
寄
せ
た
地
酒
と
４
６
６
種
類

の
信
楽
焼
の
器
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
に

は
、信
楽
ら
し
い
火
色
、伝
統
的
な
粉
引
き
、春
ら

し
い
ピ
ン
ク
色
の
も
の
や
花
の
絵
付
け
し
た
も
の

な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
器
が
並
び
、お
酒

好
き
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、そ
れ
以
外
の
方
に
も
楽

し
め
る
展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
畿
地
方
を
主
会
場
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
ラ
リ
ー
「
ラ・

フ
ェ
ス
タ
プ
リ
マ
べ
ラ
２
０
１
１
」が
４
月
16
日
～
20
日
に

行
わ
れ
、18
日
に
は
市
内
を
34
台
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
が
駆

け
抜
け
ま
し
た
。

　
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
鹿
深
夢
の
森
で
は
、貴
重

な
名
車
が
走
る
姿
を
ひ
と
目
見
よ
う
と
多
く
の
人
が
集
ま

り
、車
が
通
過
す
る
た
び
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
３
回
目
と
な
る
今
年
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支

援
の
た
め
、ス
テ
ッ
カ
ー
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　土山町黒川で４月17日、雨ごいの例祭で県無形民俗
文化財に指定されている「太鼓踊り」の一つ、「じゅんや
く踊り」が上の平区でおよそ半世紀ぶりに復活しまし
た。
　昭和30年半ばまでは「神楽（かぐら）おどり」「大黒（だ
いこく）踊り」「大順役（おおじゅんやく）踊り」「小順役
（こじゅんやく）踊り」を総称し「黒川太鼓踊り」として、
一日間をかけて奉納していましたが、地域の生活形態や
サラリーマン化が進み、午後に行われていた「順役踊り」
が簡素化されたまま休止状態になっていました。今年
は、市の伝統文化による地域活性化事業の一つとなり、
伝統文化が忘れられてしまうまでに蘇らせよう、と昨年
12月からお年寄りから手ほどきを受けながら各地域で
取り組まれてきました。

　当時に録音されたテープや記憶を頼りに稽古が重ね
られましたが、独特の踊りや囃子、節回しを数ヶ月で習
得するのは難しく、今年、奉納するのは見送られました。
しかし、当日の朝、同区の公民館で地域の皆さんに披露
されると、大きな拍手が沸き起こりました。指導された
岡田正男さんも「短い期間でよく頑張って覚えてくれ
た。踊りが復活してうれしい」と目を細めて見守ってい
ました。地域でも伝統文化を継承したいという気運が
高まっています。

　４月に伊賀市内で開幕した「伊賀上野ＮＩＮＪＡフェス
タ」のオープニングイベントに甲賀市観光協会キャラク
ター「にんじゃえもん」も参加、会場を盛り上げました。
　この日は、伊賀市内の保育園・幼稚園の園児が上野西小
学校体育館に集まり、「忍ジャーズダンス」を元気いっぱ
いに披露。にんじゃえもんも、伊賀市観光キャラクター
の「にん太」「し
のぶ」「イガグ
リオ」と一緒に
踊ったり、記念
撮影などをし
て、交流を深め
ていました。

伝統の「じゅんやく踊り」
後継者で半世紀ぶりに復活

伊賀上野NINJAフェスタに
にんじゃえもんも一役

往
年
の
名
車
が

市
内
を
駆
け
抜
け
る
！

ほろ酔いうつわと地酒展

ラ・フェスタ・プリマべラ

信
楽
焼
の
器
で
地
酒
を

▲たくさんの方が迎えてくれました

▲園児と踊るにんじゃえもん

▼地酒の風味を高める信楽焼の器

こんにゃくづくりのきっかけになたのは小学校6
年生のときに、担任の先生の自宅で手づくりこんにゃ
くをご馳走になったとき。そのときの味が忘れられ
なくて結婚後、茶畑の隅に植えてあったこんにゃく芋
を家族に内緒でこんにゃくづくりをはじめたそうで
す。当時は今のように作り方を書いたレピシもなく、
ただあのときに食べた味を再現したい思いで、試行錯
誤を繰り返し、作られたそうです。
ある日、そっと食事にこんにゃくを出したところ、

家族みんなが「おいしいやん」と好評。これをきっか
けに仲間たちに作り方を教え、みんなでこんにゃく作
りをはじめられたそうです。
田中さんは、こんにゃくだけでなく、ずいき（イモ

のつる）のつけものや、茶粥、柏もちといった地域に古
くからつたわる伝統料理を次々と再現し、伝承してい
く活動を続けられています。
自宅の敷地内には「おばあちゃんのいきがい工房」

という農産物加工施設があり、地域の仲間とグループ
で、こんにゃくをなどの生産、販売をされています。
今では月１回信楽町長野の新宮神社敷地内で開か

れている「げなげな市」で生産物を販売するのが恒例
になり、リピーターのお客さんが、月一回の販売を楽
しみにして来られ、用意した品物があっという間に完
売するそうです。品物が売れることもうれしいが、そ
れよりも、楽しみにきてくれるお客さんとの交流がな
によりうれしい
と目を細めて語
る田中さん。
今後は、とも

に活動してくれ
る仲間、後継者
育成にもとりく
み、郷土の味を
伝承していきた
いと話されてい
ます。

スローフードの原点
こんにゃくづくりにかける思い

（信楽町多羅尾）
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